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 11 月２日(金)、３日(土・祝)、文化・芸術の祭典『生涯学習フェスティバル』を開催しました。 
【作品展示】は、各サークルの作品をはじめ、町内の各種団体・個人が出展した工芸品や絵画など様々な作

品が展示会場を埋め尽くし、訪れた皆さんはレベルの高い作品に見入っていました。 
 ３日(土・祝）【ステージ発表】では、町内の団体 20 組が出演され、日ごろの練習の成果を存分に発揮した

素晴らしい内容に、会場は拍手に包まれました！この他、各種体験・相談コーナーに多くの方が参加した【健

康づくりﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ】や、婦人会と小学校児童による【町民茶席】、パトカーや白バイが応援に駆けつけた【交

通安全ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ】や【図書の無償配布】など“文化・芸術の秋”にふさわしい２日間となりました。 
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今月号の公民館だよりには、以下のチラシが折り込んであります。ぜひご覧ください。 
・『ガーデニング教室（第６回）参加者募集』  ・『パソコン教室(ワード活用コース)参加者募集』 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    中央公民館        町立図書館（海岸公民館）  

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

日本の戦後史は、アメリカからの圧力を前提に考察しなけ

ればその本質が見えてこない。元外務省・国際情報局長が、

タブーを破り日米関係と戦後 70 年の真実について語る。 

戦後史の正体 

           ･･･孫崎 享   著 
「ムード」や「カリスマ」など、見えざる力に弱い理由と

は？笑顔をつくると楽しくなる!?など、あまりにも人間的な

脳の本性をたっぷりと解説します。 

脳には妙なクセがある 

 ･･･池谷 裕二 著 

失敗した人生も、成功した人生も、頑固な人生も、怠け者

の人生も、老人たちはそれなりに生きてきた実績を抱えてい

る。作者自身の波瀾万丈の日々が紡ぎ出した人生の真実。 

読書の技法‐誰でも本物の知識が身につく

熟読術・速読術「超」入門  ･･･佐藤 優  著 
 正しい読書法を身につければ、人生を２倍・３倍豊かにす

ることができる。月平均 300 冊、多い月は 500 冊以上の本を

読破するという著者の 「本の読み方」を初公開! 

ああ面白かったと言って死にたい 

            ･･･佐藤 愛子 著 

 10 月 19 日（金）に中央公民館において「第 22回奥の細道天の河俳句大会」が開催されました。 
毎年、県内各地の俳句愛好家たちから俳句を募集しているこの大会ですが、今年度は 252 人の方から全部

で 1,260 句の応募があり、その中で井鼻の細木郵子さんが新潟日報賞に入選（第四位）されました。 
また、現代俳句協会長の宮坂 静生 氏を講師に迎え、戦後俳句の流れについてご講演いただきました。 

 10 月 17 日（水）に、出雲崎小学校・出雲崎中学校において元な

でしこ JAPAN のサッカー解説者：大竹 七未 氏を講師に迎え「未

来の夢こども体験講演会」を開催しました。 
講演では、子どもの頃自分が描いた「サッカー選手になる」とい

う夢と、それを叶えるためには諦めず努力をしてきたことが語ら

れ、子どもたちはその言葉に勇気づけられていました。みんなが思

い描く“夢”に向かって走り続けてください。 

 

新潟日報賞 入選作 

手庇や春の光りとなる鷗 

細木 郵子 

■文化コース■ 

「地元の食材料理 

～豆腐を作ろう！～」 
【日時】11 月 20(火)13：30～ 
【場所】中央公民館調理室 
【講師】農村地域生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

■文化コース■ 

「地元の企業見学」 

 
【日時】11 月 27 日(火)9：00～ 
【集合場所】中央公民館 
【見学先】越後工業㈱ 

■理科コース■ 

「健康教室 体の健康～運動編～」 

 
【日時】12 月７日(金)13：30～ 
【場所】中央公民館講堂 
【講師】運動指導士 安野加代子 
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～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １１/２７日（火）19：00～20：00 

☆お気軽にお声かけください☆ 

10 月 20 日（土）町民野球場にて「第４回柳津町・出雲崎町親善野球大会」を開催しました。昨年は雨天の

ため中止となりましたが、今年は青空の下熱い試合を繰り広げ、両者互いに譲らず４対４の引き分けで幕を閉

じました。本町と姉妹都市の福島県柳津町との友好関係をより一層深める大会となりました。 

です。講演として、トレーニング教室でお馴染みの山本 潤様から「最新のトレーニング法」として子供から

高齢者までが実践できる内容をお話しいただきました。また、実技研修では今度から中学校で必修となったダ

ンスを今井 あかね様（STUDIO JFB+H かむろ真鶴所属）から指導いただき、大変実りある研修会となりました。 

10 月 28 日（日）中央公民館・町民体

育館において、「平成 24 年度二市三刈羽

ブロック社会体育研修会」を開催しまし

た。この研修会は長岡市・柏崎市・刈羽

村・出雲崎町のスポーツ推進委員が知識

と技術を学び、交流を深めることが目的 

10 月７日（日）「第６回町民ウォ

ーキング」を開催しました。あいに

くの天候となりましたが、雨にも負

けず、みなさん頑張りました。 
今回実施したﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞの

ポールは、町民体育館で貸出しいた

しますので、お問合わせください。 

大 会 結 果 

優 勝：小木ノ城 B 

準優勝：上中条 

第三位：いきな 

    三 楽 

10 月 24 日（水）から全

８回で「バレーボール教

室」が始まりました。 
楽しそうに一生懸命

練習している姿が印象

的でした。 




